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平成２６年７月２４日 

文 部 科 学 省 

国 際 統 括 官 付 

 

ＥＳＤに関する文部科学省の取組状況について（案） 

 

 

I．ＥＳＤ広報に関する最近の主な取組 

 

１．ＥＳＤ愛称  

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の開催に向けて、ＥＳＤの一般

国民への理解促進及び浸透を図るとともに、国内における関心を高める

ため、本年３月５日～４月２５日にかけて、ＥＳＤの愛称を公募した結

果、以下のとおり決定。 

 大賞作品については、今後関係者に広く活用していただく予定。 

 

１．受賞作品 

 

大 賞 今日よりいいアースへの学び 

（愛媛県松山市立新玉小学校６年生 堀之内 遥奈さん） 

 

優秀賞 地球の未来をつくる学習 

（福岡県大牟田市立米生中学校２年生 前田 伊織さん） 

 

優秀賞 地球みんなのためのプログラム 

（福岡県大牟田市立倉永小学校５年生  沙織さん） 

 

 

資料６（国委１３５） 
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２．応募結果 

４，０００件超 

 

３．選考手続 

６月上旬に外部有識者で構成される審査委員会を開催し候補を絞り

込み、下村文部科学大臣へ御相談の上、大賞１作品、優秀賞２作品を

決定。 

 

４．表彰式 

６月２１日（土）に、ＥＳＤユネスコ世界会議ＰＲイベント「ＥＳ

Ｄフェスタ２０１４ in 東京」で表彰式を行い、受賞３作品に対して

文部科学大臣賞を授与。 
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２．ＥＳＤオフィシャルサポーター  

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に向けて、広く一般にＥＳＤを

広報するため、６月２１日（土）のＥＳＤユネスコ世界会議ＰＲイベン

ト「ＥＳＤフェスタ２０１４ in 東京」への参加を皮切りに、ＥＳＤフ

ェイスブックへの寄稿等、各人の専門分野を生かしたＰＲ活動を行って

いただく予定。 

 

 
    

さかなクン 白井 貴子 松岡 修造 山崎 直子 

東京海洋大学 

客員准教授 

シンガーソング 

ライター 

プロテニスプレーヤー

＆スポーツキャスター 

宇宙飛行士 

（５０音順・敬称略） 

 

＜主な活動内容＞ 

○ＥＳＤユネスコ世界会議に向けて開催される関連イベントへの参加 

○ＥＳＤに関するメッセージ寄稿（ウェブサイト、フェイスブック等） 

○各人の活動を通じたＥＳＤの広報・啓発            等 
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３．ＥＳＤソング  

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に向けて、また世界会議後のＥ

ＳＤの普及のため、広く全国にＥＳＤをＰＲするための楽曲を制作し、

６月２１日の「ＥＳＤフェスタ２０１４ in 東京」でお披露目。 

今後、ユネスコスクールを含む学校及びＥＳＤ関係団体等において広

く活用していただく予定。 

 

楽曲名： 「僕らは大きな世界の一粒の命」 

作詞・作曲者・歌唱： 白井 貴子 
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４．ＥＳＤユネスコ世界会議ＰＲイベント「ＥＳＤフェスタ 2014 in 東京」 

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」及びＥＳＤの認知促進のため、

一般観客を対象として啓発するとともに、多くのメディアを誘致し露出

を図ることを目的として、標記のイベントを開催。 

 

１．開催日時： 平成２６年６月２１日（土）１３：００～１４：３０ 

２．開催場所： 丸の内 ＭＹ ＰＬＡＺＡ １階アトリウム 

（千代田区丸の内２－１－１ 明治安田生命ビル） 

３．主  催： 文部科学省 

４．協  力： 全国地方新聞社連合会 

５．参 加 者： 一般観客・マスコミ３００名程度 

６．主な内容： １）上野文部科学大臣政務官挨拶 

２）ＥＳＤオフィシャルサポーター紹介 

３）ＥＳＤ愛称公募表彰式 

４）ＥＳＤトーク＆オフィシャルサポーターミニ講座 

５）ＥＳＤソングお披露目 

６）フォトセッション 

※環境省、愛知県名古屋市、岡山市からも、事務局職

員及びキャラクターが応援参加 
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５．ＥＳＤに関するポータルサイトの創設  

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に向けて、広く一般国民及びＥ

ＳＤのステークホルダーを対象として、ユネスコ及び開催地元（愛知県

名古屋市、岡山市）等と連携を図りつつ、ＥＳＤ世界会議のプログラム

や各種イベント等の情報を、一元的に分かりやすく発信することを目的

として、ＥＳＤに関するポータルサイトを創設。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＲＬ： https://www.esd-jpnatcom.jp/ 
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６．ＥＳＤ広報媒体  

 

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に向けて、広く一般国民を対象

としてＥＳＤ及び世界会議の周知を図るため、ポスター、チラシ、スト

ーリーブック及びクリアファイル等の各種グッズを制作し、効果的に配

付している。なお、全ての広報媒体にＥＳＤ愛称を掲載し、親しみを持

っていただけるよう工夫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＥＳＤストーリーブック「ＥＳＤ ＱＵＥＳＴ」 

小学校高学年の児童から大人まで理解できる

よう、可愛らしいキャラクターを用い、ロール

プレイング形式にてＥＳＤを分かりやすく説明

するストーリーブック。 

 

※ＥＳＤポータルサイトからダウンロード可 

ＵＲＬ：http://www.esd-jpnatcom.jp/pdf/ESDQUESTstorybook.pdf 
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Ⅱ．ＥＳＤ広報に関するこれまでの主な取組 

 

１．「ＥＳＤ ＱＵＥＳＴ」キャラクター（文部科学省作成）とＥＳＤマ

スコットキャラクター「はぐクン」（環境省作成）との連携  

「ＥＳＤ ＱＵＥＳＴ」に登場するキャラクターと、環境省が作成し

たＥＳＤマスコットキャラクター「はぐクン」を連携させ、様々な情報

発信の場で活用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」ロゴマーク  

「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の周知のため、ユネスコと日本

政府はロゴマークを策定。 

 

 

 

 

 

 

環境省 

ＥＳＤマスコットキャラク

ターはぐクン 

ESD QUEST キャラクター 

文部科学省作成 

文部科学省・環境省 

 コラボキャラクター 
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３．ＥＳＤ応援ロゴマーク  

広く一般にＥＳＤを普及・促進することを目的とし幅広い活用を推奨。 

 

 

 

 

 

 

４．ＥＳＤスローガン  

「ＥＳＤは自分に関係あるもの」という意識を啓発するため、スロー

ガンを策定。 

 

  スローガン： 「あなたの毎日が、未来になる。」 

趣   旨： 自分たち一人一人が毎日身近なところから行動を起

こすことが、持続可能な地球の未来につながる 

 

 

５．「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」ウェブサイト  

平成２５年８月、ユネスコにおいて世界会議ウェブサイトを開設。 

ＵＲＬ： http://www.unesco.org/new/en/unesco-world-conference-on-esd-2014/ 

 

 

６．ＥＳＤフェイスブック  

平成２５年１０月、ＥＳＤを更に周知するためのフェイスブックを開

設。ユネスコスクールの活動紹介、ＥＳＤ標語など、盛りだくさんの内

容でＥＳＤを分かりやすく発信。 

 

ＵＲＬ：https://www.facebook.com/esd.jpnatcom  
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Ⅱ．その他の取組 

 

１．学生ボランティアの募集  

 

文部科学省は、平成２６年１１月に開催される「ＥＳＤに関するユネ

スコ世界会議」の運営を補助する学生ボランティアを募集。 

 

１） 募集の概要 

① 目的 

会議に出席する各国の各代表団に対して学生ボランティアを随行

させ、国際会議に携わる機会を提供することにより、国際的人材の育

成に寄与するとともに、若い世代へのＥＳＤの普及・促進を図る。 

② 対象者 

日本の大学又は大学院に在籍する２０歳以上の学生等 

③ 募集人数 ２００名程度 

④ 募集期間  

平成２６年５月２０日（火）～６月３０日（月）１８時必着 

 

２） 今後のスケジュール 

平成２６年７月上旬              選考 

平成２６年７月下旬              結果通知 
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２．併催イベントの公募について  

１． 公募の概要 

（１）趣旨 

文部科学省及びＥＳＤユネスコ世界会議あいち・なごや支援実行委員会

は、会議の開催にあわせ、多様なステークホルダーによるＥＳＤの活動

成果の発表等の場を提供するため併催イベントを公募。 

 

（２）公募の内容 

場 所 形 態 期 間 件 数 

名古屋国際会議場 

セミナー 

11/10(月)～11/12(水) 

30 

パネル展示 20 

ブース出展 40 

世界会議レセプション会場

（名古屋市内ホテル） 
パネル展示 11/9(日) 50 

名古屋市中区栄地区 
ブース出展 

11/8(土)～9(日) 
60～120 

ステージ発表 15～30 

  ※会場によって来場者が異なるので、申請の際にはホームページでご確認下さい。 

 

（３）公募対象 

ＥＳＤ活動を行うＮＰＯ・ＮＧＯ、企業、学校等団体 

 

（４）公募期間 

平成２２６年７月１日(火曜日)～７月３１日(木曜日) 

  

（５）申請方法 

ホームページ上で申請 

ＥＳＤポータルサイト（http://www.esd-jpnatcom.jp/index.html）の

「募集情報」に公募ホームページ開設 

 

２． 今後のスケジュール 

平成２６年７月１日(火曜日)～７月３１日(木曜日) 公募期間 

平成２６年８月上旬                審査 

平成２６年８月下旬                結果通知 
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３．ジャパンレポートについて  

 

ＥＳＤの１０年の提案国として、また、本年の「持続可能な開発のための教

育（ＥＳＤ）に関するユネスコ世界会議」の開催地国として、国内の取組を喚

起するとともに、2015 年以降の諸外国における取組の参考としてもらうため、

「わが国における『国連持続可能な開発のための教育の１０年』実施計画」（平

成 18 年連絡会議決定。平成 23 年改訂）に基づく取組・成果及び国内の優良事

例を、円卓会議の実施により関係者からの意見を聴取しつつ、本年の出来るだ

け早い時期までに取りまとめ、国内外に発信する。 

 


